
(57)【要約】

【課題】　方向識別容易で樹脂を容易に注入可能なコイ

ル部品及びコイル部品の製造方法の提供。

【解決手段】　巻芯部と巻芯部の両端に設けられた第一

、第二鍔部４、５とを有し巻芯部と第一、第二鍔部４、

５とにより巻線収容領域２Ａを規定し、第二鍔部５に端

子電極部７が設けられ、端子電極部に接続される巻線６

が巻芯部に巻回されたコア２を、コア２の外周面の一部

である第三周面４５、５５を樹脂液槽Ｗに浸漬して毛細

管現象により巻線収容領域２Ａ内にある巻線６の巻回部

分に樹脂被覆８を形成すると共に、第三周面４５、５５

に樹脂液層内の樹脂で目印部８Ａを構成する樹脂浸漬工

程を経て製造する。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 巻 芯 部 と 該 巻 芯 部 の 両 端 に 設 け ら れ 外 周 面 を 有 す る 一 対 の 鍔 部 と を 有 し 、 該 巻 芯 部 と 該
一 対 の 鍔 部 と に よ り 巻 線 収 容 領 域 を 規 定 す る コ ア と 、
　 該 一 対 の 鍔 部 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た 端 子 電 極 部 と 、
　 該 巻 芯 部 に 巻 回 さ れ 、 該 端 子 電 極 部 に 接 続 さ れ る 巻 線 と 、
　 該 巻 線 収 容 領 域 内 に あ る 該 巻 線 の 巻 回 部 分 を 覆 う 絶 縁 樹 脂 層 と 、
　 該 一 対 の 鍔 部 の 該 外 周 面 の 一 部 に 付 着 し 、 該 絶 縁 樹 脂 と 同 一 材 料 か ら な る 目 印 部 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る コ イ ル 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 端 子 電 極 部 は 、 そ の 一 部 が 該 一 対 の 鍔 部 の 該 外 周 面 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 巻 線 は 該
外 周 面 位 置 で 該 端 子 電 極 部 に 継 線 さ れ 、
　 該 目 印 部 は 、 該 巻 線 の 継 線 部 分 に 付 着 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ イ
ル 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 巻 芯 部 と 該 巻 芯 部 の 両 端 に 設 け ら れ 外 周 面 を 有 す る 一 対 の 鍔 部 と を 有 し 該 巻 芯 部 と 該 一
対 の 鍔 部 と に よ り 巻 線 収 容 領 域 を 規 定 す る コ ア と 、 該 一 対 の 鍔 部 の 少 な く と も 一 方 に 設 け
ら れ た 端 子 電 極 部 と 、 該 巻 芯 部 に 巻 回 さ れ て 該 端 子 電 極 部 に 接 続 さ れ る 巻 線 と 、 を 備 え た
コ イ ル 部 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 該 巻 線 を 該 巻 芯 部 に 巻 回 し て 該 巻 線 収 容 領 域 内 に 積 層 す る 巻 回 工 程 と 、
　 巻 回 さ れ た 巻 線 の 端 部 を 該 端 子 電 極 部 に 継 線 す る 継 線 工 程 と 、
　 継 線 工 程 を 経 た コ イ ル 部 品 の 該 外 周 面 の 一 部 を 樹 脂 液 槽 に 浸 漬 し て 該 巻 線 収 容 領 域 内 に
あ る 該 巻 線 の 巻 回 部 分 に 樹 脂 被 覆 を 形 成 す る と 共 に 、 該 外 周 面 の 一 部 に 樹 脂 液 層 内 の 樹 脂
で 目 印 部 を 構 成 す る 樹 脂 浸 漬 工 程 と 、 を 含 ん で コ イ ル 部 品 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る コ
イ ル 部 品 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は コ イ ル 部 品 及 び コ イ ル 部 品 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 巻 芯 部 と 一 対 の 鍔 部 と を 備 え た コ ア に 巻 線 を 巻 回 し て 構 成 さ れ る コ イ ル 部 品 が あ
り 、 特 許 文 献 １ に は 、 こ の 巻 線 が 巻 回 さ れ た 箇 所 を 絶 縁 樹 脂 で 保 護 す る 技 術 が 開 示 さ れ て
い る 。 こ の コ イ ル 部 品 は 、 例 え ば 液 状 の 樹 脂 を 巻 回 箇 所 に 注 入 す る な ど し て 樹 脂 被 覆 を 形
成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た コ イ ル 部 品 は 、 巻 線 の 一 端 と 他 端 と が そ れ ぞ れ 継 線 さ れ る 端 子 電 極 部 を 備 え て い る
。 こ の 端 子 電 極 部 は 、 コ イ ル 部 品 の 実 装 面 側 に 配 置 さ れ て お り 、 コ イ ル 部 品 が 基 板 上 に 実
装 さ れ る 際 に 、 基 板 に 予 め 形 成 さ れ て い る 電 極 と 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。 よ っ て 端 子 電
極 部 と 電 極 と を 正 確 に 当 接 さ せ る た め に 、 コ イ ル 部 品 は 基 板 上 に 正 し い 位 置 に 正 し い 方 向
で 実 装 す る 必 要 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ ０ ２ ７ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 コ イ ル 部 品 が 用 い ら れ る 電 子 機 器 、 例 え ば 携 帯 電 話 な ど に お い て は
、 高 性 能 化 、 小 型 化 が 進 み 、 コ イ ル 部 品 に 置 い て も 小 型 化 か つ 高 密 度 実 装 が 求 め ら れ て い
る 。 こ れ に 対 応 す る た め に 、 コ ア サ イ ズ が 数 ｍ ｍ 程 度 の コ イ ル 部 品 が 製 造 さ れ て い る 。 し
か し 、 コ ア の 縮 小 に 伴 っ て 巻 線 の 巻 回 箇 所 も 小 さ く な る た め 、 巻 回 箇 所 へ の 樹 脂 の 充 填 の
作 業 性 が 低 下 し て い た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た コ イ ル 部 品 を 基 板 上 に 実 装 す る 際 に も 、 そ の 縮 小 化 に 伴 い 視 認 性 が 悪 化 し た た め 、
コ イ ル 部 品 の 誤 配 置 が 発 生 す る 場 合 が あ っ た 。 コ ア の 形 状 を 変 化 さ せ た り 、 コ ア に 印 等 を
付 け た り す る こ と に よ り 、 コ イ ル 部 品 の 正 し い 向 き を 認 識 す る こ と が で き る が 、 形 状 の 変
化 及 び 印 の 取 付 に か か る 作 業 性 の 悪 化 を 招 く お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 方 向 識 別 容 易 で 樹 脂 を 容 易 に 注 入 可 能 な コ イ ル 部 品 及 び コ イ ル 部 品
の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 巻 芯 部 と 巻 芯 部 の 両 端 に 設 け ら れ 外 周 面 を 有 す
る 一 対 の 鍔 部 と を 有 し 、 巻 芯 部 と 一 対 の 鍔 部 と に よ り 巻 線 収 容 領 域 を 規 定 す る コ ア と 、 一
対 の 鍔 部 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た 端 子 電 極 部 と 、 巻 芯 部 に 巻 回 さ れ 、 端 子 電 極 部 に
接 続 さ れ る 巻 線 と 、 巻 線 収 容 領 域 内 に あ る 巻 線 の 巻 回 部 分 を 覆 う 絶 縁 樹 脂 層 と 、 一 対 の 鍔
部 の 外 周 面 の 一 部 に 付 着 し 、 絶 縁 樹 脂 と 同 一 材 料 か ら な る 目 印 部 と を 有 す る コ イ ル 部 品 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 コ ア の 外 周 部 分 に 目 印 部 と な る 絶 縁 樹 脂 が 配 置 さ れ る た め 、
予 め 目 印 部 の 位 置 を 規 定 し て お く こ と に よ り 、 コ ア の 向 き 、 例 え ば 実 装 面 に お い て 端 子 電
極 部 が ど の 方 向 に 並 ん で い る か を 容 易 に 判 断 す る こ と が で き る 。 ま た 目 印 部 は 絶 縁 樹 脂 と
同 一 材 料 で あ る た め 、 絶 縁 樹 脂 層 を 形 成 す る 際 に 同 時 に 目 印 部 を 構 成 す る こ と が 可 能 と な
り 、 コ イ ル 部 品 の 組 み 立 て 作 業 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 の コ イ ル 部 品 に お い て 、 端 子 電 極 部 は 、 そ の 一 部 が 一 対 の 鍔 部 の 外 周 面 に 形 成
さ れ る と 共 に 、 巻 線 は 外 周 面 位 置 で 端 子 電 極 部 に 継 線 さ れ 、 目 印 部 は 、 巻 線 の 継 線 部 分 に
付 着 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 絶 縁 樹 脂 層 に よ り 継 線 部 分 を 覆 う こ と が で き る 。 故 に 継 線 部
分 で 短 絡 が 発 生 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 従 っ て 、 例 え ば 隣 り 合 う コ イ ル 部 品 に お い て 継 線
部 分 が 当 接 し た と し て も 、 短 絡 の 発 生 が 抑 制 さ れ る こ と に な る た め 、 コ イ ル 部 品 を 高 密 度
実 装 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 は 、 巻 芯 部 と 巻 芯 部 の 両 端 に 設 け ら れ 外 周 面 を 有 す
る 一 対 の 鍔 部 と を 有 し 巻 芯 部 と 一 対 の 鍔 部 と に よ り 巻 線 収 容 領 域 を 規 定 す る コ ア と 、 一 対
の 鍔 部 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た 端 子 電 極 部 と 、 巻 芯 部 に 巻 回 さ れ て 端 子 電 極 部 に 接
続 さ れ る 巻 線 と 、 を 備 え た コ イ ル 部 品 を 製 造 す る た め に 、 巻 線 を 巻 芯 部 に 巻 回 し て 巻 線 収
容 領 域 内 に 積 層 す る 巻 回 工 程 と 、 巻 回 さ れ た 巻 線 の 端 部 を 端 子 電 極 部 に 継 線 す る 継 線 工 程
と 、 継 線 工 程 を 経 た コ イ ル 部 品 の 外 周 面 の 一 部 を 樹 脂 液 槽 に 浸 漬 し て 巻 線 収 容 領 域 内 に あ
る 巻 線 の 巻 回 部 分 に 樹 脂 被 覆 を 形 成 す る と 共 に 、 外 周 面 の 一 部 に 樹 脂 液 層 内 の 樹 脂 で 目 印
部 を 構 成 す る 樹 脂 浸 漬 工 程 と 、 を 含 ん で コ イ ル 部 品 を 製 造 す る コ イ ル 部 品 製 造 方 法 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 製 造 方 法 に よ る と 、 コ ア の 外 周 面 部 分 の 一 部 を 樹 脂 液 層 に 浸 漬 し た 際 に 、 毛
細 管 現 象 に よ り 、 一 対 の 鍔 部 間 に 侵 入 し た 樹 脂 液 が 巻 線 収 容 領 域 に ま で 到 達 す る こ と が で
き る 。 巻 線 収 容 領 域 に は 巻 線 が 巻 回 さ れ て い る た め 、 そ の 巻 回 さ れ た 巻 線 の 隙 間 の 間 隔 は
密 に な っ て い る 。 よ っ て 巻 線 収 容 領 域 に 到 達 し た 樹 脂 液 は 、 巻 線 の 隙 間 の 間 を 伝 わ っ て 巻
回 さ れ た 巻 線 の 隅 々 に ま で 到 達 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 と し て 巻 線 の 巻 回 部 分 が 樹 脂 に
よ り 覆 わ れ る た め 、 樹 脂 液 に よ り 巻 線 を 保 護 す る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ア の 外 周 面 部 分
の 一 部 を 樹 脂 液 に 浸 漬 す る た め 、 そ の 外 周 面 部 分 の 一 部 に 樹 脂 液 が 付 着 し た 状 態 と な る 。
そ の ま ま 樹 脂 液 が 硬 化 す る と 目 印 と な る た め 、 予 め 浸 漬 す る 側 面 部 の 位 置 を 規 定 し て お く
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こ と に よ り 、 コ ア の 向 き 、 例 え ば 実 装 面 に お い て 端 子 電 極 部 が ど の 方 向 に 並 ん で い る か を
容 易 に 判 断 す る こ と が で き る 。 ま た 目 印 の 形 成 と 巻 線 の 樹 脂 被 覆 と は 同 時 に す る こ と が で
き る た め 、 コ イ ル 部 品 の 組 み 立 て 作 業 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の コ イ ル 部 品 及 び 製 造 方 法 に よ れ ば 、 樹 脂 を 容 易 に 注 入 可 能 で 方 向 識 別 も 容 易 と
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ５ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ に 示 さ れ る
コ イ ル 部 品 １ は 、 コ ア ２ と 、 一 本 の 巻 線 ６ と 、 端 子 電 極 部 ７ と 樹 脂 被 覆 ８ か ら 主 に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 コ ア ２ は 、 そ の 大 き さ が 、 数 ｍ ｍ 角 で あ っ て 上 背 が １ ｍ ｍ 程 度
で あ り 、 フ ェ ラ イ ト 等 の 磁 性 体 を 基 材 と し て 、 略 円 柱 状 の 巻 芯 部 ３ と 、 巻 芯 部 ３ の 両 端 に
設 け ら れ て 一 対 を 成 す 第 一 鍔 部 ４ 及 び 第 二 鍔 部 ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 巻 芯 部 ３ の 周 囲
で あ っ て 第 一 鍔 部 ４ と 第 二 鍔 部 ５ と の 間 に は 、 巻 線 ６ が 収 容 さ れ る 巻 線 収 容 領 域 ２ Ａ が 規
定 さ れ て い る 。 第 一 鍔 部 ４ と 第 二 鍔 部 ５ と は 対 称 な 形 状 で あ る た め 、 特 に 言 及 し な い 限 り
は 第 二 鍔 部 ５ の み に つ い て 説 明 し て 、 第 一 鍔 部 ４ に つ い て の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 二 鍔 部 ５ は 、 所 定 の 厚 さ を 有 し た 板 材 で あ っ て 、 図 示 せ ぬ 基 板 へ の 実 装 面 と な る 底 面
５ Ａ （ 図 ３ ） が 略 八 角 形 を 成 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 第 二 鍔 部 ５ は 、 図 ２ か ら 図 ４
に 示 さ れ る よ う に 、 底 面 ５ Ａ の 周 縁 部 か ら 第 一 鍔 部 ４ 側 へ と 延 出 さ れ た 、 第 一 周 面 ５ １ と
、 第 二 周 面 ５ ２ と 、 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ と 、 第 二 欠 落 周 面 ５ ４ と 、 第 三 周 面 ５ ５ と 、 第 四 周
面 ５ ６ と 、 第 三 欠 落 周 面 ５ ７ と 、 第 四 欠 落 周 面 ５ ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 一 周 面 ５ １ と 第 二 周 面 ５ ２ と は 、 平 行 な 面 で あ り 、 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ 及 び 第 二 欠 落 周
面 ５ ４ は 、 第 一 周 面 ５ １ 及 び 第 二 周 面 ５ ２ の 一 端 側 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 第 三 欠 落 周 面
５ ７ 及 び 第 四 欠 落 周 面 ５ ８ は 第 一 周 面 ５ １ 及 び 第 二 周 面 ５ ２ の 他 端 に 設 け ら れ て い る 。 第
三 周 面 ５ ５ は 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ と 第 二 欠 落 周 面 ５ ４ と の 間 に 設 け ら れ て お り 、 第 四 周 面 ５
６ は 第 三 欠 落 周 面 ５ ７ と 第 四 欠 落 周 面 ５ ８ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 第 三 周 面 ５ ５ と
第 四 周 面 ５ ６ と は 略 平 行 に な っ て い る 。 こ れ ら 第 一 周 面 ５ １ ～ 第 四 欠 落 周 面 ５ ８ か ら 第 二
鍔 部 ５ の 外 周 面 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 一 周 面 ５ １ 、 第 二 周 面 ５ ２ 、 第 三 周 面 ５ ５ 、 及 び 第 四 周 面 ５ ６ は 、 コ イ ル 部 品 １ が 基
板 上 に 実 装 さ れ た 際 に 、 隣 り 合 う 他 の コ イ ル 部 品 そ の 他 電 子 部 品 と 略 当 接 、 若 し く は 近 接
し て 隣 り 合 う 面 と な る 。 ま た 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ 、 第 二 欠 落 周 面 ５ ４ 、 第 三 欠 落 周 面 ５ ７ 、
第 四 欠 落 周 面 ５ ８ は 、 底 面 ５ Ａ を 第 一 鍔 部 ４ と 第 二 鍔 部 ５ と を 結 ぶ 方 向 で 見 た と き に 、 第
一 周 面 ５ １ 、 第 二 周 面 ５ ２ 、 第 三 周 面 ５ ５ 、 及 び 第 四 周 面 ５ ６ そ れ ぞ れ を 延 長 し て 構 成 さ
れ る 仮 想 の 四 角 形 の 四 隅 の 角 部 を 面 取 り し た 構 成 と な っ て い る 。 故 に 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ 、
第 二 欠 落 周 面 ５ ４ 、 第 三 欠 落 周 面 ５ ７ 、 第 四 欠 落 周 面 ５ ８ が 他 の 電 子 部 品 と 略 当 接 す る こ
と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 一 鍔 部 ４ に お い て も 、 底 面 ５ Ａ に 対 向 す る 上 面 ４ Ａ
が 設 け ら れ て お り 、 第 一 鍔 部 ４ は 、 第 二 鍔 部 ５ の 外 周 面 部 に 対 応 す る 、 第 一 周 面 ４ １ と 、
第 二 周 面 ４ ２ と 、 第 一 欠 落 周 面 ４ ３ と 、 第 二 欠 落 周 面 ４ ４ と 、 第 三 周 面 ４ ５ と 、 第 四 周 面
４ ６ と 、 第 三 欠 落 周 面 ４ ７ と 、 第 四 欠 落 周 面 ４ ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 巻 線 ６ は 絶 縁 被 覆 で 覆 わ れ た 銅 線 か ら 構 成 さ れ て お り 、 巻 芯 部 ３ （ 図 ２ ） に 巻 回 さ れ て
、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 巻 線 収 容 領 域 ２ Ａ に 収 容 さ れ て い る 。 巻 線 ６ の 一 端 ６ Ａ と 他 端
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６ Ｂ と は 端 子 電 極 部 ７ に 継 線 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 端 子 電 極 部 ７ は 第 一 端 子 電 極 部 ７ Ａ と 第 二 端 子 電 極 部 ７ Ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 ２
～ 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 一 端 子 電 極 部 ７ Ａ は 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ 上 と 底 面 ５ Ａ 上 の 一 部
分 と 第 三 欠 落 周 面 ５ ７ 上 と に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 第 二 端 子 電 極 部 ７ Ｂ は 第 二 欠 落 周 面
５ ４ 上 と 底 面 ５ Ａ 上 で あ っ て 第 一 端 子 電 極 部 ７ Ａ と 離 間 し た 部 分 と 第 四 欠 落 周 面 ５ ８ 上 と
に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 ま た 第 一 端 子 電 極 部 ７ Ａ に は 第 一 欠 落 周 面 ５ ３ 部 分 で 巻 線 ６ の
一 端 ６ Ａ が 継 線 さ れ て お り 、 第 二 端 子 電 極 部 ７ Ｂ に は 第 二 欠 落 周 面 ５ ４ 部 分 で 巻 線 ６ の 他
端 ６ Ｂ が 継 線 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 巻 線 収 容 領 域 ２ Ａ 内 で あ っ て 巻 線 ６ が 巻 回 さ れ た 部 分 に は 、 樹
脂 被 覆 ８ が 注 入 さ れ て お り 、 こ の 樹 脂 被 覆 ８ に よ り 巻 線 ６ は 保 護 さ れ て い る 。 ま た 樹 脂 被
覆 ８ と 同 一 素 材 で あ っ て 樹 脂 被 覆 ８ と 一 体 の 目 印 部 ８ Ａ が 第 三 周 面 ４ ５ 、 ５ ５ か ら 突 出 し
て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 第 二 鍔 部 ５ に お い て 第 三 周 面 ５ ５ の 両 脇 と な る 第 一 欠 落 周 面
５ ３ 、 第 二 欠 落 周 面 ５ ４ に は そ れ ぞ れ 第 一 端 子 電 極 部 ７ Ａ 及 び 第 二 端 子 電 極 部 ７ Ｂ が 形 成
さ れ て 巻 線 ６ と の 継 線 位 置 と な っ て い る た め 、 こ の 目 印 部 ８ Ａ を 目 印 と し て 、 実 装 面 で あ
る 底 面 ５ Ａ に お け る 端 子 電 極 部 ７ の 位 置 を 知 る こ と が で き る 。 故 に 、 コ イ ル 部 品 １ に お い
て そ の 中 心 部 分 か ら 目 印 部 ８ Ａ へ と 向 か う 方 向 を 常 に 一 定 の 方 向 と す る こ と で 、 コ イ ル 部
品 １ を 実 装 す る 際 の 誤 配 置 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 コ イ ル 部 品 １ を 製 造 す る 過 程 に お い て 、 巻 線 収 容 領 域 ２ Ａ 内 に 樹 脂 被 覆 ８ を 形 成 す る に
は 、 先 ず 、 巻 線 ６ を 巻 芯 部 ３ に 巻 回 し て 巻 線 収 容 領 域 ２ Ａ 内 に 積 層 し て （ 巻 回 工 程 ） 、 巻
回 さ れ た 巻 線 ６ の 一 端 ６ Ａ 及 び 他 端 ６ Ｂ を 端 子 電 極 部 ７ に 継 線 す る （ 継 線 工 程 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 図 ５ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 樹 脂 液 が 満 た さ れ た 樹 脂 液 槽 Ｗ に 対 し て 、 コ ア ２
を そ の 第 三 周 面 ４ ５ 、 ５ ５ が 下 面 と な る よ う に 保 持 し 、 こ の 状 態 で 第 三 周 面 ４ ５ 、 ５ ５ が
趣 旨 液 槽 Ｗ の 表 面 に 接 す る 位 置 に 移 動 さ せ 、 保 持 す る （ 図 ５ （ ｂ ） ） 。 コ ア ２ は 上 背 が １
ｍ ｍ 程 度 で あ る た め 、 第 一 鍔 部 ４ と 第 二 鍔 部 ５ と の 間 は ０ ． ４ ｍ ｍ 程 度 に 構 成 さ れ て い る
。 従 っ て 、 第 三 周 面 ４ ５ 、 ５ ５ を 樹 脂 液 槽 Ｗ に 浸 漬 す る と 、 毛 細 管 現 象 に よ り 、 樹 脂 液 が
第 一 鍔 部 ４ と 第 二 鍔 部 ５ と の 間 で あ る 巻 線 収 容 領 域 ２ Ａ 内 に 侵 入 す る （ 図 ５ （ ｃ ） ） 。 巻
線 収 容 領 域 ２ Ａ 内 に は 巻 線 ６ が 巻 回 さ れ て お り 、 こ の 巻 線 ６ は 密 に 巻 か れ て い る た め 、 巻
回 さ れ た 巻 線 ６ 間 の 隙 間 は 狭 く な る 。 毛 細 管 現 象 に お い て 、 液 体 の 上 昇 の 度 合 は 管 径 に 反
比 例 す る た め 、 隙 間 が 狭 く 形 成 さ れ た 箇 所 で あ る 巻 線 ６ の 巻 回 部 分 で は 、 樹 脂 液 が 上 昇 す
る 力 が 強 く 働 き 、 そ の 結 果 、 巻 線 ６ の 巻 回 部 分 全 体 に 亘 っ て 樹 脂 液 が 侵 入 す る （ 図 ５ （ ｄ
） ） 。 そ し て 図 ５ （ ｅ ） に 示 さ れ る よ う に 、 樹 脂 被 覆 ８ が 形 成 さ れ た 後 に コ ア ２ を 樹 脂 液
槽 Ｗ か ら 離 間 さ せ る と 、 樹 脂 液 槽 Ｗ と の 当 接 面 と な る 第 三 周 面 ４ ５ 、 ５ ５ に 樹 脂 液 が 付 着
し た 状 態 と な り 、 樹 脂 液 槽 Ｗ に 浸 漬 す る 工 程 が 終 了 す る （ 樹 脂 浸 漬 工 程 ） 。 そ の 後 樹 脂 液
を 硬 化 さ せ て 樹 脂 被 覆 ８ 及 び 目 印 部 ８ Ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ る コ イ ル 部 品 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た
範 囲 で 種 々 の 変 形 や 改 良 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 目 印 部 ８ Ａ は 、 端 子 電 極 部 ７ が 形 成 さ れ て
い な い 場 所 に 設 け ら れ て い た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 外 周 面 に お い て 、 端 子 電 極 部 ７ が 形 成 さ
れ て い る と こ ろ に 設 け て も 良 い 。 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 端 子 電 極 部 ７ が 樹 脂 に よ り 保
護 さ れ る こ と に な り 、 短 絡 が 生 じ 難 く な る 。 故 に 、 コ イ ル 部 品 １ を 高 密 度 実 装 し た 場 合 で
あ っ て も 、 隣 り 合 う コ イ ル 部 品 １ 同 士 で の 短 絡 が 発 生 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 ま た 樹 脂 被
覆 ８ 及 び 目 印 部 ８ Ａ を 構 成 す る 樹 脂 は 、 絶 縁 性 を 備 え て い れ ば 良 く 、 例 え ば フ ェ ラ イ ト の
粉 末 等 が 混 入 さ れ た 樹 脂 で あ っ て も 良 い 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 コ イ ル 部 品
１ の 特 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 樹 脂 を 供 給 す る 物 と し て 、 樹 脂 液 槽 Ｗ を 用 い た
が こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 第 一 鍔 部 ４ と 第 二 鍔 部 ５ と の 間 の 距 離 に 対 応 し た 開 口 を 有 す る 樹
脂 供 給 装 置 で あ っ て も 良 い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ イ ル 部 品 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ イ ル 部 品 の コ ア の 背 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ イ ル 部 品 の 底 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ イ ル 部 品 の 正 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ イ ル 部 品 の 製 造 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ っ て 、 （ ａ ）
コ ア を 樹 脂 液 槽 に 浸 漬 す る 前 の 状 態 、 （ ｂ ） コ ア を 樹 脂 液 槽 に 浸 漬 し た 状 態 、 （ ｃ ） 毛 細
管 現 象 に よ り 、 樹 脂 液 が 上 場 し て い る 状 態 、 （ ｄ ） 樹 脂 液 が 巻 線 を 覆 っ た 状 態 、 （ ｄ ） コ
ア を 樹 脂 液 槽 か ら 引 き 上 げ た 状 態 、 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１  コ イ ル 部 品
２  コ ア
２ Ａ  巻 線 収 容 領 域
３  巻 芯 部
４  第 一 鍔 部
４ Ａ  上 面
５  第 二 鍔 部
５ Ａ  底 面
６  巻 線
７ Ｂ  端 子 電 極
７  端 子 電 極 部
７ Ａ  第 一 端 子 電 極
７ Ｂ  第 二 端 子 電 極
８  樹 脂 被 覆
８ Ａ  目 印 部
４ １  第 一 周 面
４ ２  第 二 周 面
４ ３  第 一 欠 落 周 面
４ ４  第 二 欠 落 周 面
４ ５  第 三 周 面
４ ６  第 四 周 面
４ ７  第 三 欠 落 周 面
４ ８  第 四 欠 落 周 面
５ １  第 一 周 面
５ ２  第 二 周 面
５ ３  第 一 欠 落 周 面
５ ４  第 二 欠 落 周 面
５ ５  第 三 周 面
５ ６  第 四 周 面
５ ７  第 三 欠 落 周 面
５ ８  第 四 欠 落 周 面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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